
薬系技官は普段どのように過ごしているのか、日常のとある１日を追ってみました。

キャリアパス

医薬局 総務課
薬局地域機能推進企画官

高齢化で医療ニーズが増す中、地域の薬局や薬剤師が在
宅医療やプライマリケアで役割を発揮できるよう制度
整備を進めています。併せて局内のDX推進やオフィス
改善にも携わり、さらに併任先では新法提出に向けた作
業も担当しています。

厚生　一郎  K O U S E I  I c h i r o

経済連携協定（EPA等）や世界貿易機関（WTO）について、
厚生労働省の窓口として業務に取り組むだけではなく、会
議対応もしています。時差のため早朝からオンラインで会
議を行うこともありますが、その際は早出勤務やテレワー
クを活用すれば無理なく対応できます。今回はそんな１日
を紹介します。

令和５年　入省
令和５年　医薬局監視指導・麻薬対策課　係員
令和７年　現職

安齋  真弥
A N Z A I  M a y a

薬系技官の１日の過ごし方 L IFE  STYLE CAREER PATH

薬系技官として採用されると、おおむね２年ごとに部署を異動します※。
異動を繰り返しながら、様々な業務を経験してキャリアを積んでいきます。異動の
頻度は多いですが、前任者からの業務の引き継ぎや、職場の上司や同僚のサポート
もありますので、安心して仕事を進めることができます。

※部署によっていろいろなケースがあります

薬系技官は、幅広い経験を詰みながら業務の中核を担う
専門性とマネジメントスキルの持ったキャリアを築く環境が用意されています。

上司の元で幅広い部署を経験し、薬系技官として必要な知
識を習得します。
若手から制度改正などの政策立案に積極的に関わること
ができます。他省庁や他の組織への出向、長期の留学の機
会もあります。

係員・係長

業務の中核を担い、課題解決に向けた政策立案に関わり
ます。
様々な部署で経験を積み、組織を総括する立場を期待されま
す。関係部署と連携することも多く、これまでの経験が活かさ
れます。厚生労働省以外の組織で仕事をすることもあります。

課長補佐・専門官

経験で培った広い視野と専門性をもとに、責任者として組織
をマネジメントし、政策の方向性を決定します。
薬事分野、食品安全分野、医療分野など、薬系技官が関わる
分野の第一線で新たな課題に対応します。

企画官・課室長

他機関への
出向や海外留学平成17年 入省

平成30年 WHO（行政官短期在外研究員制度）
平成30年 保険局医療課　課長補佐
令和２年 大臣官房厚生科学課　医薬品等行政評価・監視委員会室　室長補佐
令和３年 厚生労働省医薬・生活衛生局　化学物質安全対策室　室長補佐
令和４年 在ウィーン国際機関日本政府代表部　一等書記官
令和７年 現職
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海外留学

他省庁 
内閣官房、経済産業省、
文部科学省、環境省等

環境にも健康にも優しい通勤スタイル。到着後はエレベー
ターではなく階段で執務室へ。朝一番にチームの進捗を確認
し、一日のタスクと動きを頭の中で整理します。

デスクで軽く昼食をとりながら、旅先の候補を検索するのが密かな楽しみ。海外での
経験や異文化との出会いは、仕事に向き合う視野を広げるきっかけになっています。

業務改善チームとして、オフィス環境の改善に向けた議論を
継続。省内コンペで入賞した提案の実装を進め、「小さな改善
と成功体験が組織を変える」を合言葉に取り組んでいます。

月１回の「強制定時退庁日」は、心と頭をリセットする大切な時間。サウナで整えたり、ア
ニソンバーで外国人と交流したり。仕事への発想は、意外とオフの時間に芽生えます。

課内の打合せでは、薬機法改正に伴う施行準備や、薬局を取り巻く課題への対応策を検
討。現場の声をどう制度に落とし込むか、限られたリソースで解決策を描いていきます。

業務改善や薬局を巡る物価・賃金対策について局幹部へ報
告。組織全体を俯瞰した助言を受け、自分では気づけない考
え方や切り口を得られる貴重な機会になっています。
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今日はテレワークです。自宅でパソコンを立ち上げ、会議に参加します。
始まる前に、会議の議題や資料を最終チェックしています。

会議が終わったら、概要をメモしておきます。厚生労働省が関係しそうな話があれば、速
報として省内の関係部署へ連絡することもあります。
私の係には外務省等の省外組織と省内各局を繋ぐ役割があるので、できるだけ担当者の
作業時間を確保できるよう優先順位をつけて対応していきます。

テレワークをする時は、いつもよりランチに悩みます。
厚生労働省には食堂がある他、お弁当を執務室のある階まで売りに来てくれるので
出勤した日はご飯に困りません。
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EPAにおける厚生労働省の観点の１つに、貿易の技術的障害
（TBT）というものがあります。今回は、経済連携協定の１つ
であるCPTPPの加盟国でTBTに関する知見や課題感を共有
する会議に参加します。会合の様子として、タイで人口動態
の変化と仕事の未来についての地域会合に参加した時に
撮った写真（別日）をご紹介します。

午後はEPAの交渉会合に参加します。締結済みのEPAに基づく会議だけではなく、こ
れから締結されるEPAの会合、つまり今現在交渉が行われている場にも参加できる
のは、この係の醍醐味です。

仕事終わりは自分の好きなことをして過ごします。
こちらは係の人とご飯を食べた時の写真です。
行法経（系）・獣医系・出向者・そして薬系。異なるバックグラウン
ドの人と同じ話題で笑い合える今を大切にしています。

自転車で風を切りながら、霞ヶ関へ

未来の薬局像を議論する

昼休みに次の楽しみを仕込む

よい政策は、よい職場から生まれる

視点を広げる時間

プライベートの時間が仕事の幅を広げる
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